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■協会の概要 

 
１.当法人の現況に関する事項 

（１）事業の経過及びその成果                                   単位：千円・％ 

事業別 予算額 決算額 達成率 

事業費    

公益目的事業 １３９，９９９ １３６，８２６ ９７．７ 

その他の事業 ７９，６９２ ６０，４０３ ７５．８ 

法人会計 １１，８７６ ５，７５９ ４８．５ 

合 計 ２３１，５６７ ２０２，９８８ ８７．６ 

経常増減額    

公益目的事業 ▲８，８１０ ▲８，９２９  

その他の事業 １０，１３９ １４，９０２  

法人会計 ▲４２３ ５，８２３  

合 計 ９０６ １１，７９６  

   注１) その他の事業（定款第４条）：ハンディキャップ普及振興事業並びに助成金事業 

 

（２）資金調達等の状況 

   ①資金調達  ：なし 

   ②設備投資  ：なし 

 

（３）直前３事業年度の財産及び損益の状況                            単位：千円 

区 分 
２０２０年度 

実績 

２０２１年度 

実績 

２０２２年度 

（当該事業年度） 

経常増減の部 ▲２０，０８３ ３，９３１ １１，７９６ 

経常外増減の部      ０ ▲４００     ０ 

正味財産増減額 ▲２０，０８３ ３，５３１ １１，７９６ 

正味財産期末残高 ５９，５４１ ６３，０７２ ７４，８６８ 

   ①資金調達  ：なし 

   ②設備投資  ：なし 

（４）主要な事業内容 

事 業 主要な内容 

 

公益目的事業（定款第４条） 

【公益目的事業 １】 

ゴルフ競技会開催事業 

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な

育成等豊かな国民生活の実現への寄与を目的とし、アマチュ

アゴルファーによるゴルフ競技会を開催して、生涯スポーツの

ゴルフの普及振興を図る事業 

 

公益目的事業（定款第４条）

【公益目的事業 ２】 

ゴルフ普及振興事業 

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な

育成等豊かな国民生活の実現への寄与を目的とし、ゴルフに

関するセミナー・研修、交流・協力、調査・研究事業を行い、生

涯スポーツであるゴルフの普及振興を図る事業 

その他の事業（定款第４条） 

【収益事業】 

ハンディキャップ普及振興事

業 

ゴルフは老若男女、年齢、性別を問わず同じ土俵（同一条件）

で楽しめるスポーツである。そのための前提となる公平な統一

ハンディキャップの普及振興事業、及びその前提となるコース

レート査定事業 

その他の事業（定款第４条） 

【助成金事業】 

ゴルフの普及振興を目的に活動する団体を支援する観点から

助成する事業 
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（５）事業体系 

事 業 実施事業 

【公益目的事業 １】 １.スクラッチ競技 

ゴルフ競技会開催事業  （１）全日本アマチュアゴルファーズ選手権 

   （アマ選・女子アマ選） 

   （２）全日本シニアアマチュアゴルファーズ選手権 

（シニア、女子シニア、ミッドシニア、グランドシニア、 

スーパーシニア） 

   （３）全日本ミッドアマチュアゴルファーズ選手権 

   （ミッドアマ、女子ミッドアマ） 

  ２.アンダーハンディ競技 

   （１）PGSスポンサー杯／PGSハンディ杯 

   （２）PGSドリーム・エイジゴルフ大会 

   （３）その他（月例杯、クラブ対抗戦、スロープレート競技等） 

【公益目的事業 ２】 １．セミナー・研修事業 

ゴルフ普及振興事業 ２．交流・協力事業 

  ３．調査・研究事業 

【その他の事業 １】 
１．公平な統一ハンディキャップの普及振興事業 

収益事業 

ﾊﾝﾃﾞィｷｬｯﾌﾟ普及振興事業 
２．コースレート査定事業 

【その他の事業 ２】 
１．ゴルフの普及振興を目的とした助成金事業 

助成金事業 

 

（６）主たる事務所の状況 

名 称 所在地 

公益社団法人日本パブリック 

ゴルフ協会事務局 
東京都中央区入船２－１０－８ オーク入船ビル４階 

 

（７）主要な借入先及び借入額 

 借入先 借入額 償還期限等 

なし   

 

（８）重要な契約に関する事項 ： なし 

 

（９）会員に関する事項                                           

 ①会員数                                                単位：団体 

種 類 前年度末 当年度末 増 減 

正会員 ５８ ５４ ▲４ 

賛助会員  ９ １６ ＋７ 

合 計 ６７ ７０ ＋３ 

②地区別正会員数                                         単位：団体 

 東日本地区 中部日本地区 西日本地区 合 計 

１９ ８ ２７ ５４ 
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③入退会の状況                                           単位：団体 

 区 分 会員数 会員名 

退 会 正会員 ４ 

うぐいすの森ゴルフクラブ水戸 

昭和の森ゴルフコース 

小淵沢カントリークラブ 

西神戸ゴルフ場 

入 会 賛助会員 ７ 

株式会社今野食品 

特定非営利活動法人日本芝草研究開発機構 

葵コーポレーション株式会社 

楽天グループ株式会社 

Terra Moters 株式会社 

株式会社 STJ レンテック 

特定非営利活動法人日本ジュニアゴルファー育成協議会 

④会員数の推移                                           単位：団体 

年 度 
正会員 賛助会員 

入 会 退 会 会員数 入 会 退 会 会員数 

２０１６年度 １ ４ ８０ ０ ０ １１ 

２０１７年度 ０ ４ ７６ ０ １ １０ 

２０１８年度 １ １ ７６ １ ０ １１ 

２０１９年度 ２ １２ ６６ ０ ２  ９ 

２０２０年度 ０  ４ ６２ ０ １  ８ 

２０２１年度 ０  ４ ５８ １ ０  ９ 

２０２２年度 ０  ４ ５４ ７ ０  １６ 

⑤正会員の変動 

ア．運営会社変更 ：なし 

イ．会員名称変更 

会員名 旧名称 変更日 

紫カントリークラブ あやめコース 紫あやめ３６ ２０２２年４月１日 

小松ゴルフ倶楽部－パブリックコース－ 小松パブリック ２０２３年３月１日 

 

（１０）職員に関する事項 ２０２２年３月末現在 

職名等 氏 名 就任年月日 担当事務 備 考 

部長 中村 知則 ２００９年 ４月 １日 競技担当 常 勤 

課長 中村 敦史 ２０１４年 ８月２１日 競技担当 常 勤 

一般事務 小路 美智代 ２００８年 ５月 １日 経理・総務担当 常 勤 

一般事務 田坂 陽介 ２０１８年１１月 １日 競技・総務担当 常 勤 

 

（１１）役員会等に関する事項 

①社員総会 

定時社員総会 

開催日 開催場所 

２０２２年 ６月２１日 
マイステイズ新大阪コンファレンスセンター

（大阪府） 

（議事事項） 

決議事項  第１号議案 定款の変更（案）承認の件 

        第２号議案 役員選任（案）承認の件 

        第３号議案 ２０２１年度事業報告（案）承認の件 
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第４号議案 ２０２１年度財務諸表及び附属明細書並びに 

        財産目録（案）承認の件 

第５号議案 役員報酬総額（案）承認の件 

報告事項  第１号報告 ２０２２年度事業計画の件 

        第２号報告 ２０２２年度正味財産増減予算の件 

        第３号報告 ＰＧＳ新方針の件 

臨時社員総会 
開催日 開催場所 

２０２２年１１月１０日 安保ホール（愛知県） 

（議事事項） 

決議事項  第１号議案 定款変更（案）承認の件 

           第２号議案 理事選任（案）承認の件  
 

②理事会     

 開催日 開催場所 

第１回 ２０２２年 ５月３０日 みなし決議 

第２回 ２０２２年 ６月２１日 
マイステイズ新大阪コンファレンスセンター

（大阪府） 

第３回 ２０２２年 ６月２１日 
マイステイズ新大阪コンファレンスセンター

（大阪府） 

第４回 ２０２２年１０月 ７日 みなし決議 

第５回 ２０２２年１１月１０日 安保ホール（愛知県） 

第６回 ２０２２年１１月２１日 みなし決議 

第７回 ２０２３年 ３月 ７日 昭和の森ゴルフコース（東京都） 

第８回 ２０２３年 ３月２８日 みなし決議 

 

③全国運営委員会 

 開催日 開催場所 

第１回 ２０２２年 ８月１９日 WEB 会議 

第２回 ２０２３年 ２月１０日 WEB 会議 

 

④スポンサー会議 

 実施日 開催場所 

第１回 ２０２２年１０月 ６日 銀座フェニックスプラザ（東京都） 

 

⑤会計監査 

 実施日 

第１回 ２０２２年 ５月２３日 
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（１２）組織図 

 
 

（１３）許可、認可、承認等に関する事項 

  申請年月日 申請事項 許可等年月日 備 考 

なし    

 

（１４）株式の保有状況 ：なし 

 

（１５）対処すべき課題 

①競技参加者数の拡大 

２０２２年度選手権競技の参加人数は、１１,４９６名となり、新型コロナウイルスの影響がある中

ながらも前年度比で１,１３１名（＋１０.９％）の増加となった。 

一方で、アンダーハンディ競技は、全地区スロープレートを採用し開催したことで、前年度比

３３名（０.５％）のプラスとなった。また、その他競技でも開催数が増加出来たことにより、全競技

参加者数は２９,１９３名（前年度比＋８.６％）となった。 

競技参加者数の拡大は引き続き重要な課題である。今後も、徹底した安全対策を取り、競技

会を開催していく。また、メイン競技のアマチュアゴルファーズ選手権をはじめとする競技参加

者数減少に歯止めをかけるため、開催会場のさらなる拡大を目指す。 

②ＪＧＡ公認ハンディキャップ取得者の拡大 

当協会のＪＧＡ公認ハンディキャップ取得者は約１万３千名で、高額なゴルフ会員権の取得を
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必要とせず、誰でも低廉な登録料で手軽に取得できる点から、多くのアマチュアゴルファーの

支持を得ているが、取得者は減少傾向にある。 

ＪＧＡ公認ハンディキャップの普及は、全てのアマチュアゴルファーと、ゴルフ普及のための活

動に極めて重要である。また、ハンディキャップ取得者の拡大には、同時に取得したハンディキ

ャップが使用出来る競技会を、数多く提供することが効果的であると考え、同一競技を同日開

催出来る、スロープレートによるアンダーハンディ競技を、２０２１年度より全地区で開催して競

技参加者の増加に繋げてきた。また、全日本スロープレートアンダーハンディ競技を、スポーツ

庁長官杯第６回ゴルフフェスタ全国大会（公益財団法人日本ゴルフ協会との共催）を兼ねて、

９月に全国１８コースで開催し、９５名の参加を得た。 

「全日本スクランブルアマチュアゴルファーズ選手権」、「ＰＧＳチャリティー東日本パブリックダ

ブルスゴルフ選手権」、「ＰＧＳ中部日本ダブルス選手権競技」に４,７６３名が、ハンディキャップ

取得者を対象に２０２２年度に新設したクラス別スクラッチ競技「ＰＧＳチャリティー東日本スクラ

ッチアマチュアゴルファーズ選手権」、「ＰＧＳ中部日本ガチごる５」には２２６名が参加した。また、

社会人ゴルファーを対象とした「全日本ビジネスゴルファーズ選手権」には１,０８８名（前年度比

＋４８８名）が参加した。 

③正会員・賛助会員の拡大 

正会員１００団体の実現は長年の課題であるが、直近の推移は２００９年度の９０団体をピ

ークとして、２０２２年度末には５４団体まで減少した。 

係る状況から２０２１年度第３回幹部会（２０２２年３月８日開催）に於いて、新規加盟コース勧

誘について協会の方針を確認し、事務局を中心とした積極的な勧誘活動を開始した。 

また、賛助会員についても正会員同様に増加を図り、協会組織力強化を目的とし、２０２２年

度第５回理事会（２０２２年１１月１０日開催）に於いて、一律の年会費から入会し易い口数制度

に変更し、事務局を中心に積極的な勧誘活動を開始した結果、７社が入会に至った。 

 

２．役員等に関する事項 

（１）理事                                              ２０２３年３月末現在 

役職名 氏 名 区 分 任 期 常 勤・ 

非常勤 

報酬等 

会長(代表理事) 池田  育嗣 代表理事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

副会長 

事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会委員長 
石井  信成 副会長 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

副会長 

競技委員会委員長 
加藤  義孝 副会長 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

副会長 

総務・財務委員会委員長 
西村   潔 副会長 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

総務・財務委員会副委員長 中村  昭広 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

総務・財務委員会副委員長 平嶋  豊三 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

総務・財務委員会副委員長 橋本  誠司 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

専務理事 

総務・財務委員会委員 

事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会委員 

競技委員会委員 

林   一郎 専務理事 2022.6～2024.6 常勤 有 償 

事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会副委員長  深山  泰司 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会副委員長  濱口  正明 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会副委員長  杉本   充 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会委員 平川  義和 理 事 2022.11～2024.6 非常勤 無 償 

事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会委員 山下  昌伸 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 
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事業・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ委員会委員 六車 洋二郎 理 事 2022.6～2022.11 非常勤 無 償 

競技委員会副委員長 宇野  義大 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

競技委員会副委員長 風間  利夫 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

競技委員会副委員長 樋口  光平 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

競技委員会委員 小柴  雅央 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

 伊藤  哲夫 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

 木村  妙子 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償  
小林  弘実 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

 濱野  周泰 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

 平山  伸子 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

 雪野  智世 理 事 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

注)理事の他の法人等の代表状況等、並びに兼職状況は「事業報告の附属明細書」に記載した。 

 

（２）監事                                                         ２０２３年３月末現在  
氏 名 任 期 常勤・ 

非常勤 

報酬等 

監 事 根津   淳 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

監 事 六車 洋二郎 2022.11～2024.6 非常勤 無 償 

監 事 中村  一雄 2022.6～2024.6 非常勤 無 償 

以上３名 

注)監事の他の法人等の代表状況等、並びに兼職状況は「事業報告の附属明細書」に記載した。 

 

（３）役員等の報酬等 

区 分 人 数 報酬等の総額 備 考 

専務理事 １名 非公開（個人情報） 常 勤 

 

３.会計監査人に関する事項 

  当協会は、会計監査人の設置義務なし（公益法人認定法第５条第１２号） 

 

４.業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議 

 （１）２０１６年度第２回理事会（２０１６年６月２３日開催）にて決議 

 （２）理事会決議の内容 

   企業統治体制「業務の適正を確保するための体制等の整備について」 

①企業統治体制の採用理由 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下、一般法という）（第９０条第４項５）

は、「業務の適正を確保するための体制」、いわゆる企業統治体制（内部統制システム）の構築

を定めている。当協会は、ゴルフの普及振興という事業活動目的の下、社会からの信頼を得る

ことの重要性を認識し、適法・適正かつ効率的な事業活動を遂行するため、一般法および法

務省令（法人法施行規則第１４条）に基づき、「業務の適正を確保するための体制」を以下の

通り定める。 

②業務の適正を確保するための体制の概要 

業務執行に関しては、会長（代表理事）を含む、各事業部門を統括する常務理事があたっ

ており、理事会の機能及び責任を明確にするとともに、急激な事業活動環境の変化に迅速に

対応するため、当該企業統治の体制を採用する。 

当協会の理事会は原則として年３回開催し、必要に応じて臨時理事会を開催しつつ、重要事
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項の決定、業務執行状況の監督を行っている。さらに、一般社員（会員）と利益相反が生じる

怖れのない外部理事、並びに外部監事を確保し、事業活動の妥当性の監督強化を行ってい

る。 

監事については、会計業務に精通した者で構成されており、各監事及び内部監査機能を

有機的に融合させ、企業統治の適正性の確保を図っている。なお、会計業務は外部の会計事

務所に委託し、適正性を維持している。 

以上により、現状の体制によって事業運営の透明性の確保、理事の第三者説明責任の遂

行といった、企業統治の基本原則を順守できるものと考える。 

③「業務の適正を確保するための体制等の整備」の内容 

ア．理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

（ア）理事会を原則として年３回開催することに加え必要があるときは随時開催し、重要な業務

執行に関する意思決定を行うとともに、理事の職務執行を監督する。 

（イ）法令等の遵守と企業倫理の徹底は事業活動の原点であるとの認識のもと、行動規範およ

びコンプライアンス規程を制定する。その内容について会長（代表理事）、並びに各理事

が職員への周知を図り、法令遵守をあらゆる事業活動の前提とすることを徹底する。 

（ウ）財務報告の適正性を確保するため、会長（代表理事）および理事は職員に対し、適正な

財務諸表の作成が極めて重要性を有するものであることを、あらゆる機会に認識させるよ

う努めるものとする。また、財務諸表作成のプロセスにおいて、虚偽記載並びに誤謬等が

生じないよう各職員が相互に牽制するシステムを構築するものとする。 

（エ）監事は必要に応じて内部監査を行うことができるものとする。監査を実施した場合は、遅

滞なく結果を会長（代表理事）に報告する。 

イ．理事の職務の執行に係る情報の保管および管理に対する体制 

文書管理規程を定め、理事の職務の執行に係る理事会の議事録、決裁書類並びに契

約書類は、文書または電磁的記録（以下、「文書等」という）により、それぞれ法令または規

程に定める期間保存・管理する。 

ウ.損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

（ア）当協会を取り巻く様々な潜在的リスクについては、それらのリスクを分析しその特性に応じ

た対応策を講じるとともに、定期的にその有効性について評価し必要に応じて見直しを

行う。 

（イ）各理事は、自らの職務分掌範囲のリスク管理について責任を持つとともに、協会全体に及

ぶリスクに対しては、必要に応じて専門委員会を設置し総合的な対応を図る。 

エ.理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

定例の理事会を年３回開催するほか、必要に応じて臨時理事会を開催し、重要事項の決

定および職務執行に関する基本事項の意思決定を機動的に行う。また、理事および職員が

業務分掌・職務権限規程に基づき、職務の執行が適正かつ効率的に行われる体制をとるも

のとする。 

オ.職員の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

（ア）服務規程、コンプライアンス規程等を整備し、職員の法令・企業倫理の遵守を徹底す

る。 

（イ）業務における適法・適正な手続き・手順を明示した規程類を整備し運用する。 

（ウ）適法・適正な業務運営が行われていることを確認するため、内部監査機能による監査を

実施する。  

カ.監事がその職務を補助すべき職員を置くことを求めた場合における当該職員に関する事項 

   当協会において、監事の職務を補助すべき職員は当面配置しない。但し、監事会から当該

職員の配置を求められた場合は、専任の担当者を配置し、かつ専任者の独立性を確保する

体制とする。 
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キ.監事の職務を補助すべき職員の理事からの独立性に関する事項 

（ア）監事補助スタッフの職務執行については、理事の指揮命令からの独立性を確保する。 

（イ）監事補助スタッフの人事に関する事項については、必要に応じて監事の意見を尊重す

る。  

ク.理事および職員が監事に報告をするための体制その他の監事への報告に関する体制 

（ア）理事および職員は、当協会に重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況に関す

る事項等の内容を、監事に速やかに報告する。 

（イ）監事は必要に応じて監事会を開催し、業務執行理事並びに理事、その他使用人から

随時個別にヒアリングする機会を設けることができるものとする。 

（ウ）重要な会議には監事の出席を求めるとともに、議事録を作成する場合は、これを監事

に送付する。 

ケ.監事の監査が実行的に行われることを確保するための体制 

（ア）監事は業務執行状況を把握するため、理事会に出席するほか、必要に応じ重要な会

議に出席できる。 

（イ）必要に応じて会長（代表理事）と監事との意見交換を実施するなど、当協会の業務の

適正性確保のため必要な措置を講じることができるものとする。 

 

５.その他の重要事項 ：なし 
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■公益目的事業１ ゴルフ競技会開催事業 

 
１．開催競技及び競技参加者数   

 （１）競技参加者数        

競 技 ２０２１年度 ２０２２年度 
前年度比 

（人数） （％） 

＜スクラッチ競技＞  

①アマ選 

 

（アマ選、 

女子アマ選） 

男女別 男子 2,414 2,574 160 6.6% 

 女子 363 371 8 2.2% 

 計 2,777 2,945 168 6.0% 

地区別 東日本 1,430 1,456 26 1.8% 

 中部日本 547 564 17 3.1% 

 西日本 795 914 119 15.0% 

 全日本シード 5 11 6 120.0% 

 計 2,777 2,945 168 6.0% 

②シニア 

 

（シニア、女子シニ

ア、ミッドシニア、 

グランドシニア、ス

ーパーシニア） 

男女別 男子 1,824 1,985 161 8.8% 

 女子 385 488 103 26.8% 

 ミッドシニア 910 989 79 8.7% 

 グランドシニア 864 886 22 2.5% 

 スーパーシニア - 91 91 - 

 計 3,983 4,439 456 11.4% 

地区別 東日本 1,560 1,653 93 6.0% 

 中部日本 1,214 1,408 194 16.0% 

 西日本 1,183 1,353 170 14.4% 

 全日本シード 26 25 ▲1 ▲3.8% 

 計 3,983 4,439 456 11.4% 

③ミッドアマ 

 

男女別 男子 3,311 3,768 457 13.8% 

 女子 294 344 50 17.0% 

 計 3,605 4,112 507 14.1% 

地区別 東日本 1,667 1,996 329 19.7% 

 中部日本 838 983 145 17.3% 

 西日本 1,089 1,123 34 3.1% 

 全日本シード 11 10 ▲1 ▲9.1% 

 計 3,605 4,112 507 14.1% 

◆スクラッチ競技計 10,365 11,496 1,131 10.9% 

＜アンダーハンディ競技他＞ 

①スポンサー杯

／ハンディ杯 

ダンロップ杯（含決勝） 3,294 3,824 530 16.1% 

ブリヂストン杯（含決勝） 2,299 2,225 ▲74 ▲3.2% 

サンレオ杯 878 527 ▲351 ▲40.0% 

ハンディ杯（含ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾝｽﾘｰ） 576 504 ▲72 ▲12.5% 

②ドリーム・エイジ 391 393 2 0.5% 

③その他 

・月例杯（西日本） 3,371 3,222 ▲149 ▲4.4% 

（中部日本：うきうき旅ゴルフ） 289 259 ▲30 ▲10.4% 

・クラブ対抗戦（東日本） 357 323 ▲34 ▲9.5% 
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（中部日本） 136 123 ▲13 ▲9.6% 

（西日本） - 125 125 - 

    ・地区別ダブルス（東日本） 258 214 ▲44 ▲17.1% 

               （中部日本） 348 193 ▲155 ▲44.5% 

    ・クラス別スクラッチ（東日本） - 189 189 - 

                （中部日本） - 37 37 - 

・スロープレートアンダーハンディ競技 121 95 ▲26 ▲21.5% 

    ・スクランブル 3,597 4,356 759 21.1% 

・ビジネスゴルファーズ 600 1,088 488 81.3% 

◆アンダーハンディ競技他計 16,515 17,697 1,182 7.2% 

総 計 26,880 29,193 2,313 8.6% 

 

２．２０２２年度競技の改善点 

（１）選手権競技決勝上位入賞者記念品の変更 

２０２２年度競技より決勝競技上位入賞者に進呈している賞品をプレー券に変更した。 

 

（２）選手権競技地区決勝通過者の繰上げ 

２０２２年度競技より、地区決勝通過者の中から出場辞退が生じた場合、下記の通り通過者を順

次繰り上げることとした。 

①全日本開催地区：全日本開催日の前日まで、カットラインからエントリー人数の１５％まで。 

②その他の地区：全日本開催日の５日前まで、カットラインからエントリー人数の１０％まで。 

 

（３）クラス別スクラッチ選手権の新設 

２０２２年度よりＪＧＡ公認ハンディキャップでクラス分けを行い、クラス毎にスクラッチで競うＰＧＳ

チャリティー東日本スクラッチアマチュアゴルファーズ選手権（ブラッククラス（～９.９）、ブルーク

ラス（１０.０～１９.９））と、ＰＧＳ中部日本ガチごる５（Ｇ-１（オープン）、Ｇ-２（１０.０～１４.９）、Ｇ-３（

１５.０～１９.９）、Ｇ-４（２０.０～２４.９）、Ｇ-５（２５.０以上））を新設した。 
 
（４）ドリーム・エイジゴルフ大会の年齢別クラス新設 

   ２０２２年度より東日本・中部日本地区のドリーム・エイジゴルフ大会（個人戦）は、年齢によるクラ

ス分けを行い、競技を開催した。 

   ①シルバークラス：男子６５歳～６９歳、女子６０歳～６９歳 

   ②ゴールドクラス：男女７０歳以上 

 

（５）スクランブルアマチュアゴルファーズ選手権の変更 

２０２２年度より全日本スクランブルアマチュアゴルファーズ選手権は、チーム戦に地区決勝を新

設、ダブルス戦に男女混合クラスを新設し、競技を開催した。 

 

（６）ダブルス選手権の変更 

２０２２年度よりＰＧＳチャリティー東日本パブリックダブルス選手権は、フォアボール（ベストスコア

方式）とスクランブルの２部門で開催した。 
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３.競技開催実績 

（１）参加資格 

競技名 参加資格 年齢資格 

＜スクラッチ競技＞ 

①アマ選 

  （アマ選・女子アマ選） 

1.ハンディキャップ２０.０程度以上が

望ましい 

2.日本ゴルフ協会ゴルフ規則に規定

されたアマチュアゴルファー 

3.高等学校までに在学の生徒は、学

校長・保護者等責任者の参加許可証

の提出が必要 

なし 

②シニア（シニア） 男子５５歳以上 

（女子シニア） 女子５０歳以上 

（ミッドシニア） 男子６５歳以上 

（グランドシニア） 男子７０歳以上 

（スーパーシニア） 男子７５歳以上 

女子６０歳以上 

③ミッドアマ 男女とも２５歳以上 

＜アンダーハンディ競技＞ 

①スポンサー杯／ハンディ杯 ＪＧＡ公認ハンディキャップ取得者 

※西日本地区のみ*PGS 会員限定 

なし 

②ドリーム・エイジ なし 男子６５歳以上 

女子６０歳以上 

③その他 

・月例杯 

（中部日本、西日本） 

PGS 会員でＪＧＡ公認ハンディキャッ

プ取得者 

※中部日本地区月例杯のダブルペリ

ア部門は PGS 会員並びにＪＧＡ公認

ハンディキャップ取得を目指す者 

なし 

・クラブ対抗戦 

（東日本、中部日本、 

西日本） 

・スロープレート競技  ＪＧＡ公認ハンディキャップ取得者 なし 

＜新規ゴルファーの獲得、ＨＤＣＰ普及を目指す競技＞ 

・スクランブル 

 ①チーム戦 

 ②ダブルス戦 

①チーム戦：４名１チーム 

②ダブルス戦：２名１ペア 

なし 

・ビジネスゴルファーズ 企業（経営者・団体職員・公務員など

含め）に属する社会人 

男女とも２５歳以上 

・クラス別スクラッチ ＪＧＡ公認ハンディキャップ取得者 なし 

＊PGS 会員：JGA 公認ハンディキャップインデックスの取得を目的とした会員組織。 

PGS 加盟コースで登録が可能。 

 

（２）競技の概要 

＜スクラッチ競技＞ 

①全日本アマチュアゴルファーズ選手権 

Ａ．２０２２年度（第５５回）全日本アマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数  ２４ １１ ２８ ６３ 

参加者数（名） １,３０８ ４８８ ７５６ ２,５５２ 
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（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 A イーストウッドカントリークラブ 5/14(土)～15(日) １７４ 

２.東日本 B 鹿島南蓼科ゴルフコース 5/14(土)～15(日) １７８ 

３.中部日本 ウッドフレンズ名古屋港ゴルフ倶楽部 5/16(月)～17(火) １７６ 

４.西日本  ダンロップゴルフコース 5/25(水)～26(木) １８１ 

合計 ７０９ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 グランドオークプレイヤーズコース 6/14（火）～15（水） １８５ 

 

Ｂ．２０２２年度（第２１回）全日本女子アマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数 ９ － １１ ２０ 

参加者数（名） １３３ － １５０ ２８３ 

（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 昭和の森ゴルフコース 4/26(火）～27(水) ５４ 

２.中部日本 名古屋広幡ゴルフコース 4/25(月)～26(火) ６６ 

３.西日本 米子ゴルフ場 4/27(水)～28(木) ５１ 

合  計 １７１ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 静岡よみうりカントリークラブ 6/1（水）～2（木） ５１ 

 注）女子アマ、グランドシニア ： 同日同会場で全日本大会を開催 

 

②全日本シニアアマチュアゴルファーズ選手権 

A．２０２２年度（第２７回）全日本シニアアマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数 １１ ８ １９ ３８ 

参加者数（名） ８０１ ５５３ ６０６ １,９６０ 

（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 ハーモニーヒルズゴルフクラブ 5/18(水)～19（木) １５０ 

２.中部日本 ウッドフレンズ名古屋港ゴルフ倶楽部 5/9(月)～10(火) １４９ 

３.西日本 ベアズパウ ジャパン カントリークラブ 5/18(水)～19(木) １６２ 

合  計 ４６１ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 伊深の森カントリークラブ 6/27（月）～28（火） １４６ 

 注）シニア、女子ミッドアマ ： 同日同会場で全日本大会を開催 

 

B．２０２２年度（第２７回）全日本女子シニアアマチュアゴルファーズ選手権  

（ア）予選 
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地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数 ９ ６ １１ ２６ 

参加者数（名） １９６ １２１ １４６ ４６３ 

（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 下館ゴルフ倶楽部 9/21(水)～22（木） ５６ 

２.中部日本 アリジカントリークラブ 花垣コース 9/26(月)～27（火） ５１ 

３.西日本 ベアズパウ ジャパン カントリークラブ 9/28(火)～29（水） ７５ 

合  計 １８２ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 コート・ベール徳島ゴルフクラブ 10/13（木）～14（金） ６３ 

 注）女子シニア、ミッドシニア ： 同日同会場で地区決勝及び全日本大会を開催 

 

C．２０２２年度（第１８回）全日本ミッドシニアアマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数 １２ ８ １５ ３５ 

参加者数（名） ３３１ ３０５ ３２８ ９６４ 

（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 下館ゴルフ倶楽部 9/21(水)～22（木） １２４ 

２.中部日本 アリジカントリークラブ 花垣コース 9/26(月)～27（火） １３２ 

３.西日本 ベアズパウ ジャパン カントリークラブ 9/28(火)～29（水） １０８ 

合  計 ３６４ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 コート・ベール徳島ゴルフクラブ 10/13（木）～14（金） １２８ 

 注）女子シニア、ミッドシニア ： 同日同会場で地区決勝及び全日本大会を開催 

 

D．２０２２年度（第５回）全日本グランドシニアアマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数 ８ ８ １７ ３３ 

参加者数（名） ２９９ ３１３ ２４９ ８６１ 

（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 昭和の森ゴルフコース 4/26(火）～27(水) １２６ 

２.中部日本 名古屋広幡ゴルフコース 4/25(月)～26(火) １１５ 

３.西日本 米子ゴルフ場 4/27(水)～28(木) １１７ 

合  計 ３５８ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 静岡よみうりカントリークラブ 6/1（水）～2（木） １２７ 

 注）女子アマ、グランドシニア ： 同日同会場で全日本大会を開催 
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Ｅ．２０２２年度（第１回）中部日本スーパーシニアアマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）男子 

部 門 
マスターズ 

クラス 

レジェンド 

クラス 
合 計 

開催数 １ １ ２ 

参加者数（名） ４６ １５ ６１ 

（イ）女子 

部 門 
マスターズ 

クラス 

レジェンド 

クラス 

エキスパート 

クラス 
合 計 

開催数 １ １ １ ３ 

参加者数（名） １４ ９ ７ ３０ 

 

③全日本ミッドアマチュアゴルファーズ選手権 

A．２０２２年度（第１５回）全日本ミッドアマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数 ３３ １３ ３１ ７７ 

参加者数（名） １,８３４ ８９１ １,０１９ ３,７４４ 

（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 A 那須野ヶ原カントリークラブ 7/23(土)～24(日) １７７ 

２.東日本 B 千葉よみうりカントリークラブ 7/30(土)～31(日) １７８ 

３.中部日本 ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場 7/19(火)～20(水) １５８ 

４.西日本 よみうりゴルフウエストコース 7/27(水)～28(木) １６７ 

合計 ６８０ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 イーストウッドカントリークラブ 9/10（土）～11（日） １７７ 

 

B．２０２２年度（第１５回）全日本女子ミッドアマチュアゴルファーズ選手権 

（ア）予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数 ８ ６ １１ ２５ 

参加者数（名） １５２ ８０ ９６ ３２８ 

（イ）地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 ハーモニーヒルズゴルフクラブ 5/18(水)～19（木) ３１ 

２.中部日本 ウッドフレンズ名古屋港ゴルフ倶楽部 5/9(月)～10(火) ３１ 

３.西日本 ベアズパウ ジャパン カントリークラブ 5/18(水)～19(木) ２８ 

合計 ９０ 

（ウ）全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名） 

全日本 伊深の森カントリークラブ 6/27（月）～28（火） ３６ 

 注）シニア、女子ミッドアマ ： 同日同会場で全日本大会を開催 
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＜アンダーハンディ競技＞  

①ＰＧＳスポンサー杯／ＰＧＳハンディ杯 

ア．予選 

（ア）開催数 

予選数 東日本 中部日本 西日本 合 計 

ＰＧＳスポンサー杯 ダンロップ杯 １６  ９ １８ ４３ 

ブリヂストン杯 １０  ６  ８ ２４ 

サンレオ杯  ６  ６  ２ １４ 

ＰＧＳハンディ杯  ０  ３  ０  ３ 

合 計 ３２ ２４ ２８ ８４ 

（イ）参加者数 

 東日本 中部日本 西日本 合 計（名） 

ＰＧＳスポンサー杯 ダンロップ杯 １,４４４  ７８３ １,２０５ ３,４３２ 

ブリヂストン杯  ８４８  ４０２   ６２７ １,８７７ 

サンレオ杯  ２４３  ２４９   ３５  ５２７ 

ＰＧＳハンディ杯 －  １３７ －  １３７ 

合 計 ２,５３５ １,５７１ １,８６７ ５,９７３ 

 

イ．地区決勝 

(ア)ダンロップ杯 

地 区 開催コース 開催日 エントリー人数 

東日本 ハーモニーヒルズゴルフクラブ 10/27（木）  ８５ 

中部日本 ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場 11/2（水） １６０ 

西日本 ダンロップゴルフコース 11/8（火） １４７ 

     合  計 ３９２ 

（イ）ブリヂストン杯 

地 区 開催コース 開催日 エントリー人数 

東日本 千葉よみうりカントリークラブ 2023/3/9（木） １３６ 

中部日本 アリジカントリークラブ 花垣コース 10/18（火）  ５７ 

西日本 北神戸ゴルフ場 11/1（火） １５５ 

合  計 ３４８ 

 (ウ）グランドマンスリー 

地 区 開催コース 開催日 エントリー人数 

東日本 千葉よみうりカントリークラブ 11/15（火） １６３ 

中部日本 定光寺カントリークラブ 11/8（火） １１５ 

西日本 つるやカントリークラブ 西宮北コース 11/17（木）  ８９ 

合  計 ３６７ 

 

②ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会 

高齢者の健康の保持増進への寄与は当協会の事業目的の一つであり、２００９年度より「ＰＧＳド

リーム・エイジゴルフ大会」がスタートした。競技は男子６５歳以上、女子６０歳以上のゴルファー

を対象とし、年齢ハンディキャップによる１８ホールストロークプレーで競い、ゴルフと健康を結び

つけたユニークな競技である。また、２０１１年度よりゴルフ市場活性化委員会（GMAC）の後援を

受けている。２０２２年度より東日本、中部日本では年齢別に分けたクラスを設け、開催した。 

ア．予選 

（ア）開催数 
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予選数 東日本 中部日本 西日本 合 計 

個人戦 ５（８会場） ８ ５ １８ 

ペア戦 １（２会場） ３ －  ４ 

合 計 ６（１０会場） １１ ５ ２２ 

※１８ホール・ストロークプレー 

（イ）参加者数 

 東日本 中部日本 西日本 合 計 

個人戦 １４０ ５８ １１０ ３０８ 

ペア戦  １８ ８ －  ２６ 

合 計 １５８ ６６ １１０ ３３４ 

イ．地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 
参加者数（名） 

個人 ペア 合計 

東日本 那須野ヶ原カントリークラブ 11/2（水） ２８ － ２８ 

中部日本 アリジカントリークラブ 花垣コース 10/24（月） １０ ０ １０ 

西日本 大阪パブリックゴルフ場 12/8（木） ２１ － ２１ 

合  計  ５９ ０  ５９ 

※１８ホール・ストロークプレー 

 【参考：ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会チャリティー募金寄贈】 

２０２２年度ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会のチャリティー募金額は１２５,６０１円となった。参

加者の善意は、予選コース最寄りの社会福祉団体、および公益社団法人日本医師会に寄

贈した。 

 

③その他 

ア．月例杯 

（ア）ＰＧＳ西日本月例杯 

A．開催会場 ：西日本地区会員コース 

Ｂ．参加資格 ：ＰＧＳ会員でJGA公認ハンディキャップの取得者 

C．競技方法 ：１８ホール・ストロークプレー（アンダーハンディ競技） 

D．参加者数 

開催数 ６０開催 

参加人数 ３,２２２名（男子：２,９４１名、女子：２８１名） 

 

（イ）ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ）  

◆予選 

A．開催会場 ：中部日本地区会員８コース 

Ｂ．参加資格 ：（ａ）アンダーハンディ競技 ： JGA公認ハンディキャップの取得者 

（ｂ）ダブルぺリア競技 ：ＰＧＳ会員、及びJGA公認ハンディキャップ取得を

目指すアマチュアゴルファー 

C．競技方法 ：（ａ）１８ホール・ストロークプレー（アンダーハンディ競技） 

（ｂ）ダブルぺリア競技 

D．参加者数 

 アンダーハンディ競技 ダブルペリア競技 
合 計 

男子 女子 男子 女子 

参加人数（名） １４５ １８ ６０ ６ ２２９ 

◆決勝 
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A．開 催 日 ：２０２３年３月１６日（木） 

B．開催会場 ：ウッドフレンズ名古屋港ゴルフ倶楽部 

C．参加資格 ：予選通過者、及び特典（多回数参加者）によるシード選手 

D．競技方法 ：１８ホール・ストロークプレー(アンダーハンディ競技) 

E．参加者数 ：男性２５名、女子５名、合計３０名 

 

イ．クラブ対抗戦 

（ア）ＰＧＳ東日本クラブ対抗戦 

     ◆ブロック予選 

A．参加資格：東日本地区会員コースの何れかでＰＧＳ会員登録をし、ＪＧＡ公認ハンディキ

ャップを取得しているアマチュアゴルファー 

B．競技方法 

  （ａ）１８ホール・ストロークプレー、アンダーハンディ競技（JGA 公認ハンディキャップ） 

  （ｂ）ハンディキャップの下限 ：男子部門２０.０、女子部門３０.０ 

  （ｃ）順位決定 ：男子部門は出場選手の内、上位５名のネットスコア合計による 

女子部門は出場選手の内、上位３名のネットスコア合計による 

C．開催日・会場・出場クラブ 

ブロック 出場クラブ ブロック予選 開催日 

Ａブロック 

グレースリッジ、那須野ヶ原、イーストウッ

ド、ハーモニーヒルズ、JGM 宇都宮、下

館、うぐいすの森水戸、新玉村、前橋、

紫あやめ 

イーストウッド 

カントリークラブ 
１０月４日 

Ｂブロック 

千葉よみうり、新君津、昭和の森、清里、

小淵沢、富士見高原、ウィーゴ、鹿島南

蓼科、富士グリーンヒル 

丘の公園清里 

ゴルフコース 
１０月３日 

練習場 

ブロック 
荒川、フラッグス、成城、グリーンパーク 

那須野ヶ原 

カントリークラブ 
９月２５日 

D．ブロック予選代表チーム 

各ブロック２クラブ（１クラブ男子部門８名、女子部門５名） 

注）決勝大会開催コース、前年度優勝クラブが上位２クラブに入賞した場合は、繰り

下げて出場資格を付与する。 

E．参加者数 

ブロック クラブ数 男子 女子 合計 

Ａブロック  ８  ６９  ２８  ９７ 

Ｂブロック  ６  ６５  ２６  ９１ 

練習場ブロック  ２  １９  １３  ３２ 

予選計 １６ １５３  ６７ ２２０ 

決 勝 １２  ６７  ３６ １０３ 

合 計 ２８ ２２０ １０３ ３２３ 

     ◆決勝大会 

A．開催会場 ：新君津ベルグリーンカントリー倶楽部（千葉県） 

B．開 催 日 ：クラブ対抗戦 ２０２２年１１月１日（火） ※前夜祭は中止 

C．参加資格 ：①PGS 東日本各ブロック予選の男女各上位２クラブ 

          ②決勝大会開催クラブ、及び前年度優勝クラブより各男女２クラブ 

D．チーム編成 ：１クラブ 男子部門８名・女子部門５名 

E．競技方法 ：ブロック予選と同様 

F．参加者数 ：別掲の通り  
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（イ）ＰＧＳ中部日本ゴルフ場対抗戦  

A．開催会場 ：小杉カントリークラブ（富山県） 

B．開 催 日 ：クラブ対抗戦 ２０２３年４月６日（木） ※前夜祭は中止 

C．参加チーム ： PGS 中部日本８コースより１６チーム 

D．チーム編成 ：１チーム８名（男女混合） 

F．参加者数 ：１２３名 

     

（ウ）西日本パブリックゴルフ場チーム対抗戦 

A．開催会場 ：六甲国際ゴルフ倶楽部（兵庫県） 

B．開 催 日 ：２０２２年４月２１日（木） 

C．参加チーム ： PGS 西日本コースを中心に１６チーム 

D．チーム編成 ：１チーム５名以上８名まで（５５歳以上のシニア１名を含む） 

F．参加者数 ：１２５名 

 

４.他団体競技のシード権の追加 

公益財団法人日本ゴルフ協会（ＪＧＡ）、関東ゴルフ連盟（ＫＧＡ）他８連盟等にシード権の追加申

請をしたが、シード権の新規付与はなし。 

 

【２０２２年度他団体主催競技シード権一覧】 

◆アマチュア選手権 

 
 

◆女子アマチュア選手権 

 

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

日本ゴルフ協会 当年度 日本アマチュアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

当年度 中部オープンゴルフ選手権決勝 1位 1位

翌年度 中部アマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位

翌年度 北海道アマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位 北海道在住者

翌年度 北海道アマチュアゴルフ選手権予選 2～10位 2～10位 北海道在住者　※10位タイまで

翌年度 北海道オープンゴルフ選手権 1位 1位 北海道在住者

1位 1位

ノン倶楽部メンバー ノン倶楽部メンバー

上位2名 上位2名

ノン倶楽部メンバー ノン倶楽部メンバー

上位3～10位 上位3～10位

翌年度 関東アマチュアゴルフ選手権ブロック大会 1位 1位

翌年度 関東アマチュアゴルフ選手権予選 2～10位 2～10位

北海道日刊スポーツ新聞社 翌年度 日刊ｱﾏ全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権北海道大会 上位2名 上位2名 北海道在住者

日刊スポーツ新聞社 当年度 日刊ｱﾏ全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権関東決勝 1～2位 1～2位 男子のみ

当年度 中部オープンゴルフ選手権決勝 1位 1位

当年度 中部オープンゴルフ選手権予選 2～30位 2～30位

翌年度 中部アマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位

翌年度 中部アマチュアゴルフ選手権予選 2～30位 2～30位

翌年度 関西アマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位

翌年度 関西アマチュアゴルフ選手権予選 2～10位 2～10位

サンケイスポーツ 当年度 近畿オープン 1位 1位 関西地区在住者

中国ゴルフ連盟 翌年度 中国アマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位 中国地区在住者

翌年度 四国アマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位

翌年度 四国アマチュアゴルフ選手権予選 2～3位 2～3位

翌年度 九州アマチュア選手権決勝 1位 1位

翌年度 九州アマチュア選手権予選 2～5位 2～5位

関東ゴルフ連盟
関東地区在住者またはKGA加盟正会員倶
楽部会員(正会員、平日会員)

＜全日本大会＞ 全日本

中部ゴルフ連盟 中部地区在住者

＜地区決勝＞

東日本AB

北海道ゴルフ連盟

東北ゴルフ連盟

翌年度 東北アマチュアゴルフ選手権決勝 東北地区在住者

翌年度 東北アマチュアゴルフ選手権青森県予選 青森県在住者

中部日本 中部ゴルフ連盟 中部地区在住者

西日本

関西ゴルフ連盟 関西地区在住者

四国ゴルフ連盟 四国地区在住者

九州ゴルフ連盟 九州・沖縄在住者

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

日本ゴルフ協会 当年度 日本女子アマチュアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

中京TV・BS(公認:LPGA) 翌年度 中京テレビ・ブリヂストンレディスオープン主催者推薦選考会 1位 1位

東北ゴルフ連盟 翌年度 東北女子アマチュアゴルフ選手権 1位 1位 関東地区在住者

関東ゴルフ連盟 翌年度 関東女子アマチュアゴルフ選手権予選 1～5位 1～5位 関東地区在住者

中部日本 中部ゴルフ連盟 翌年度 中部女子アマチュアゴルフ選手権 1～20位 1～20位 中部地区在住者

関西ゴルフ連盟 翌年度 関西女子アマチュアゴルフ選手権競技 1位 1位 関西地区在住者

四国ゴルフ連盟 翌年度 四国女子アマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位 四国地区在住者

＜全日本大会＞ 全日本

＜地区決勝＞

東日本

西日本
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◆ミッドアマ選手権 

 
 

◆女子ミッドアマ選手権 

 
 

◆シニア選手権 

 
 

◆女子シニア選手権 

 
 

◆ミッドシニア選手権 

 
 

◆グランドシニア選手権 

 

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

日本ゴルフ協会 当年度 日本ミッドアマチュアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

中部ゴルフ連盟 翌年度 中部ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位 中部地区在住者

翌年度 北海道ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位 北海道在住者

翌年度 北海道ミッドアマチュアゴルフ選手権予選 2～10位 2～10位 北海道在住者　※10位タイまで

1位 1位

ノン倶楽部メンバー ノン倶楽部メンバー

上位2名 上位2名

関東ゴルフ連盟 翌年度 関東ミッドアマチュアゴルフ選手権予選 1～5位 1～5位
関東地区在住者またはKGA加盟正会員倶
楽部会員(正会員、平日会員)

北海道日刊スポーツ新聞社 翌年度 日刊ｱﾏ全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権北海道大会 上位2名 上位2名 北海道在住者（男子のみ）

当年度 中部ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位

当年度 中部ミッドアマチュアゴルフ選手権予選 2～20位 2～20位

関西ゴルフ連盟 当年度 関西ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位 関西地区在住者

四国ゴルフ連盟 当年度 四国ミッドアマチュアゴルフ選手権 1位 1位 四国地区在住者

＜全日本大会＞ 全日本

＜地区決勝＞

東日本AB

西日本

北海道ゴルフ連盟

東北ゴルフ連盟 東北地区在住者

中部日本 中部ゴルフ連盟 中部地区在住者

当年度 東北ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

＜全日本大会＞ 全日本 日本ゴルフ協会 当年度 日本女子ミッドアマチュアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

東日本 関東ゴルフ連盟 翌年度 関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権予選 1～5位 1～5位
関東地区在住者またはKGA加盟正会員倶
楽部会員(正会員、平日会員)

中部日本 中部ゴルフ連盟 当年度 中部女子ミッドアマチュアゴルフ選手権 1～10位 1～10位 中部地区在住者

西日本 関西ゴルフ連盟 当年度 関西女子ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝 1位 1位 関西地区在住者

＜地区決勝＞

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

日本ゴルフ協会 当年度 日本シニアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

中部ゴルフ連盟 翌年度 中部シニアゴルフ選手権 1位 1位 中部地区在住者

東北ゴルフ連盟 翌年度 東北シニアゴルフ選手権 1位 1位 東北地区在住者

関東ゴルフ連盟 翌年度 関東シニアゴルフ選手権予選 1～5位 1～5位
関東地区在住者またはKGA加盟正会員倶
楽部会員(正会員、平日会員)

当年度 中部シニアゴルフ選手権決勝 1位 1位

当年度 中部シニアゴルフ選手権予選 2～20位 2～20位

関西ゴルフ連盟 翌年度 関西シニアゴルフ選手権決勝 1位 1位 関西地区在住者

四国ゴルフ連盟 翌年度 四国シニアゴルフ選手権決勝 1位 1位 四国地区在住者

＜全日本大会＞ 全日本

＜地区決勝＞

東日本

中部日本 中部地区在住者

西日本

中部ゴルフ連盟

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

＜全日本大会＞ 全日本 日本ゴルフ協会 翌年度 日本女子シニアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

東日本 関東ゴルフ連盟 翌年度 関東女子シニアゴルフ選手権予選 1～5位 1～5位
関東地区在住者またはKGA加盟正会員倶
楽部会員(正会員、平日会員)

中部日本 中部ゴルフ連盟 翌年度 中部女子シニアゴルフ選手権 1～20位 1～20位 中部地区在住者

西日本 関西ゴルフ連盟 翌年度 関西女子シニアゴルフ選手権 1位 1位 関西地区在住者

＜地区決勝＞

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

日本ゴルフ協会 当年度 日本ミッドシニアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

中部ゴルフ連盟 翌年度 中部ミッドシニアゴルフ選手権 1位 1位 中部地区在住者

東北ゴルフ連盟 翌年度 東北ミッドシニアゴルフ選手権 1位 1位 東北地区在住者

関東ゴルフ連盟 翌年度 関東ミッドシニアゴルフ選手権予選 1～5位 1～5位
関東地区在住者またはKGA加盟正会員倶
楽部会員(正会員、平日会員)

翌年度 中部ミッドシニアゴルフ選手権 1位 1位 中部地区在住者

翌年度 中部ミッドシニアゴルフ選手権予選 2～20位 2～20位 中部地区在住者

西日本 四国ゴルフ連盟 翌年度 四国ミッドシニアゴルフ選手権決勝 1位 1位 四国地区在住者

＜地区決勝＞

東日本

中部日本 中部ゴルフ連盟

＜全日本大会＞ 全日本
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◆グランドマンスリー 

 
 

５.機関紙の発行 

創刊４９年目を迎えた「ＰＧＳニュース」は、第９０号（５６ページ）を３月１日付にて発行した。当協会

主催競技に関して、競技開催案内、年間競技スケジュール、競技の模様、競技成績等を盛り込

んだ。機関紙発行事業は２０１４年度より独立行政法人日本スポーツ振興センターのくじ助成を受

けており、２０２２年度は１８，３００部を印刷、競技会の参加者と開催コース等に配付することがで

きた。また、２０２２年度も、助成事業である「ＰＧＳニュース」に連動させる形でメールマガジンを月

２回程度配信。ＰＧＳ主催競技を始め、ゴルフに関する情報をアマチュアゴルファーに提供した。 

 

  

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

日本ゴルフ協会 当年度 日本グランドシニアゴルフ選手権 上位2名 上位2名
上位2名が有資格者の場合、資格の繰り下
げは行わない

中部ゴルフ連盟 当年度 中部グランドシニアゴルフ選手権 1位 1位 中部地区在住者

東北ゴルフ連盟 翌年度 東北グランドシニアゴルフ選手権 1位 1位 東北地区在住者

関東ゴルフ連盟 翌年度 関東グランドシニアゴルフ選手権予選 1～5位 1～5位
関東地区在住者またはKGA加盟正会員倶
楽部会員(正会員、平日会員)

中部ゴルフ連盟 当年度 中部グランドシニアゴルフ選手権 1位 1位 中部地区在住者

中部ゴルフ連盟 当年度 中部グランドシニアゴルフ選手権予選 2～20位 2～20位 中部地区在住者

西日本 四国ゴルフ連盟 翌年度 四国グランドシニアゴルフ選手権 1位 1位 四国地区在住者

＜地区決勝＞

東日本

中部日本

＜全日本大会＞ 全日本

競技会 地区 主催団体 年度 競技会名 2021年度 2022年度 備考

＜地区決勝＞ 当該地区 日本ゴルフ協会 当年度 JGA杯J-sysゴルフ選手権 4名 4名 男女各2名



22 

■公益目的事業２ ゴルフ普及振興事業 

 
１.セミナー・研修事業     

 
 （１）ＰＧＳセミナー 

   ２０２２年度 中止 

 

 （２）グリーンキーパー研修会 

日 時 ２０２２年８月２日（水） 場 所 伊深の森カントリークラブ 

テーマ１ 

発表者１ 

「全日本に向けての準備とコース管理状況」 

伊深の森カントリークラブ  大口 郁夫 

テーマ２ 

発表者２ 

「ナイター照明工事について他」 

ウッドフレンズ名古屋港ゴルフ倶楽部  堀田 信吾 

 

 （３）ルール講習会 

   ２０２２年度 未開催 

 

２.交流・協力事業 

ゴルフ界を取り巻く環境は厳しいが、ゴルフ市場活性化のためにゴルフ界諸団体は連携・協力し

て様々な活動を展開する必要がある。この様な観点からゴルフ界諸団体と連携・協力して、ゴルフ

市場の活性化に向けた活動を展開する。 

 

 （１）日本ゴルフサミット会議 

①日本ゴルフサミット会議参加  

 開催日 開催場所 

２０２３年第１回 ２０２３年１月２３日 ANA インターコンチネンタルホテル東京 

②ゴルフ新年会の開催 中止 

③日本ゴルフサミット会議 運営会議参加 

 

 （２）ゴルフ市場活性化委員会(GMAC) 

  ①当協会はゴルフ市場活性化委員会（GMAC）の構成メンバーとして、「はじめよう、続けよう、も

っとゴルフを」をスローガンにゴルフ業界の活性化に向けた活動をしている。近年は、２０代・３０

代の若年層ゴルファーのゴルフ実施率を引き上げるべく様々な取組みを実施しており、当協会

も各団体と連携し活動を行った。 

  ②定例委員会への参加（毎月１回） 

  ③ゴルフ市場活性化セミナーへの参画 
 
 （３）ＮＰＯ法人日本ジュニアゴルファー育成協議会（ＪＧＣ） 

同協議会の構成メンバーとして、ジュニアゴルファーの育成に連携して活動した。 

 

 （４）ジャパンゴルフフェア２０２３の後援・ブース出展 

一般社団法人日本ゴルフ用品協会主催の第５７回ジャパンゴルフフェア２０２３が、２０２３年３月１

０日(金)～１２日(日)の３日間、パシフィコ横浜において開催された。当協会は本イベントを後援

するとともに、ブース出展を通じて事業活動のＰＲを実施した。 
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３.調査・研究事業  

 （１）調査事業 

【調査・研究実績】 

調査・研究内容 調査対象 

使用ボール調査 スクランブル参加者 

スポンサー杯参加者アンケート スポンサー杯参加者 

 

４．他団体との協賛・後援 

 （１）一般社団法人日本ゴルフ用品協会に対し後援 ：第５７回ジャパンゴルフフェア２０２３ 

 （２）他団体競技の後援 

 競技名 主催者 

日刊アマゴルフ２０２２ 

 全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権北海道大会、 

 全日本ﾚﾃﾞｨｰｽｺﾞﾙﾌ選手権北海道大会 

北海道日刊スポーツ新聞社 

第１３回ウッドフレンズレディース アマ・プロゴルフ選手

権競技 女子プロ・研修生の部、女子アマチュアの部 
ウッドフレンズ名古屋港ゴルフ倶楽部 
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■その他の事業１ 収益事業 ハンディキャップ普及振興事業 
 

１.ハンディキャップ普及振興事業 

（１）JGA公認ハンディキャップ取得者について 

当協会のJGA公認ハンディキャップ取得者は約１３，０００名で、高額なゴルフ会員権の取得を

必要とせず、誰でも低廉な登録料でPGS会員になることにより、手軽に取得できる点から多くのア

マチュアゴルファーの支持を得ている。 

 

 【参考：JGA 公認ハンディキャップ取得者の推移】                   単位：名 

２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 

１８,０２３ １８,１４５ １６,９５８ １５,５１６ １５,８３３ 

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 （前年度比） 

１４,３１２ １２,２５７ １２,６６８ １２,９４４ ＋２７６ 

 

【参考：JGA 公認ハンディキャップの導入状況】 

２００６年４月現在（導入率７２％）             ２０２３年４月現在（導入率９６％） 

 東 中部 西 合 計 

⇒ 

東 中部 西 合 計 

会員数 ３３ １１ ４２ ８６ １９ ８ ２７ ５４ 

ＪＧＡ採用 ３１ １０ ２１ ６２ １８ ８ ２６ ５２ 

 

（２）競技開催実績 

 新規ゴルファーの獲得と更なるハンディキャップの普及を目的に、気軽に競技を楽しむことが出

来るよう、スクランブル方式の「全日本スクランブルアマチュアゴルファーズ選手権」や、２名１組で

参加出来るダブルス競技を東日本と中部日本地区で開催し、更なる普及に努めた。また、社会人

ゴルファーを対象とした「全日本ビジネスゴルファーズ選手権」は、２０２２年度より地区決勝を新設

し、より多くのゴルファーが参加出来る環境を整えた。更に、ハンディキャップでクラス分けを行い、

クラス毎に競う「ＰＧＳチャリティー東日本スクラッチアマチュアゴルファーズ選手権」、「ＰＧＳ中部

日本ガチごる５」を新設し、ハンディキャップ取得者拡大に繋がる取組みを行った。 

 ①全日本スクランブルアマチュアゴルファーズ選手権 

ア．参加資格：【チーム戦】４名１チームにて構成できるアマチュアゴルファー 

         【ダブルス戦】２名１ペアにて構成できるアマチュアゴルファー 

         【混合ダブルス戦】男女２名１ペアにて構成できるアマチュアゴルファー 

イ．競技方法：１８ホール・オリジナルスクランブル方式によるチーム戦並びにダブルス戦 

ウ．開催数 

   予選：１３７開催（東日本５４、中部日本２３、西日本６０） 

   地区決勝：３０開催（東日本１２、中部日本６、西日本１２） 

決勝：６開催 

   全日本：３開催 

エ．参加者数 

予選：２，２９４名（東日本８８１、中部日本５３１、西日本８８２） 

地区決勝：１，１８４名（東日本４８４、中部日本２８４、西日本４１６） 

決勝：５９２名 

全日本：２８６名  

合計：４，３５６名 

 

②ＰＧＳチャリティー東日本パブリックダブルスゴルフ選手権 

ア．参加資格：２名１ペアにて構成できるアマチュアゴルファー 
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イ．競技方法：【ベストスコアダブルス戦】 

フォアボール（ベストスコア）方式／１８ホール・ストロークプレー（スクラッチ） 

【スクランブルダブルス戦】 

オリジナルスクランブル方式／１８ホール・ストロークプレー（スクラッチ） 

    ウ．開催数：予選：１４開催、決勝：２開催 

    エ．参加者数：予選：１３８名、決勝：７６名、合計：２１４名 

 

③ＰＧＳ中部日本パブリックダブルス選手権競技 

ア．参加資格：【一般の部】２名１ペアにて構成できるアマチュアゴルファー（年齢制限無し） 

           【シニアの部】６０歳以上の２名１ペアにて構成できるアマチュアゴルファー 

           【ミックスの部】男女２名１ペアにて構成できるアマチュアゴルファー 

           【女子の部】女子２名１ペアにて構成できるアマチュアゴルファー（決勝のみ） 

イ．競技方法：フォアボール（ベストスコア）方式／１８ホール・ストロークプレー（スクラッチ）  

ウ．開催数：予選：１２開催、決勝：４開催 

エ．参加者数：予選：１１０名、決勝：８３名、合計：１９３名 

 

④ＰＧＳチャリティー東日本スクラッチアマチュアゴルファーズ選手権 

ア．参加資格：JGA 公認ハンディキャップを取得しているアマチュアゴルファー 

【ブラッククラス】 ～９.９ 

【ブルークラス】 １０.０～１９.９ 

イ．競技方法：１８ホール・ストロークプレー（スクラッチ） 

    ウ．開催数：予選：１４開催、決勝：２開催 

    エ．参加者数：予選：１２０名、決勝：６９名、合計：１８９名 

 

⑤ＰＧＳ中部日本ガチごる５ ～クラス別スクラッチ選手権～ 

ア．参加資格：JGA 公認ハンディキャップを取得しているアマチュアゴルファー 

           【G-１クラス】 オープン    【G-２クラス】 １０.０～１４.９ 

           【G-３クラス】 １５.０～１９.９  【G-４クラス】 ２０.０～２４.９ 

【G-５クラス】 ２５.０以上 

イ．競技方法：１８ホール・ストロークプレー（スクラッチ）  

ウ．開催数：５開催 

エ．参加者数 

    G-１：１１名、G-２：６名、G-３：１２名、G-４：５名、G-５：３名、合計：３７名 

 

⑥全日本ビジネスゴルファーズ選手権 

ア．参加資格：年齢２５歳以上の社会人アマチュアゴルファー 

イ．競技方法：１８ホール・ストロークプレー（スクラッチ） 

ウ．開催数 

   予選：１６開催（東日本７、中部日本１、西日本８） 

   全日本：１開催 

エ．参加者数 

予選：９３６名（東日本４２５、中部日本７３、西日本４３８） 

全日本：１５２名  

合計：１,０８８名 
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２．ＪＧＡコースレート査定事業 

公平な統一ハンディキャップであるJGA公認ハンディキャップの普及振興のためには、その前提と

してゴルフ場のコースレーティングが正確に査定されている必要がある。当協会はコースレート査

定を管轄する公益財団法人日本ゴルフ協会（ＪＧＡ）に対してコースレート査定を希望する会員コ

ースの依頼に基づき、同協会への申請窓口として機能している。 

２０２２年度は、以下のコースでコースレート査定を実施した。 

【コースレート査定実施コース】 

コース名 理由 査定日 有効期限 

小淵沢カントリークラブ １０年経過 2022.10.27 2031 年末 

鹿島南蓼科ゴルフコース １０年経過 2022.7.6 2031 年末 

 

 

 

■その他の事業２ 助成金事業 

 
本事業はゴルフの普及振興のために活動する団体に対して、助成金事業を実施するものである。 
 
１.NPO法人日本ジュニアゴルファー育成協議会（ＪＧＣ）  

当協議会はゴルフをツールに児童・青少年の健全な育成を目的に活動している。ジュニアゴル   

ファーの育成は青少年の健全育成、並びにゴルファーの底辺拡大の観点から首肯でき、同協   

議会の活動目的に賛同して助成金事業を実施し活動をバックアップしてきた。２０１１～２０１２年度

は休止したが、２０１３年度より復活した。 

 

 

 

■むすび 

 
１.２０２２年度事業の回顧と今後の展望 

コロナ禍の影響により、大幅に参加人数が減少した２０２１年度に比べ、２０２２年度選手権競技

は、１１,４９６名となり、１,１３１名（１０.９％）の増加となった。アンダーハンディ競技は、７,０８０名

（前年度比＋０.５％）、その他競技についても開催数の増加により、全競技参加者数は２９,１９３

名（前年度比＋８.６％）となった 

競技参加者数の拡大は引き続き重要な課題である。今後も、徹底した安全対策を取り、競技会

を開催していく。また、メイン競技のアマチュアゴルファーズ選手権をはじめとする競技参加者数

減少に歯止めをかけるためにも、今後もアマチュアゴルファーのあらゆるニーズに応え、加盟コー

スとの連携、協力に加え、関係団体との連携をより一層深め、様々な競技会を開催し、全てのゴ

ルファーのための活動に取組み、競技ゴルファーの拡大を目指すとともに、ゴルフ人口の裾野拡

大を目指していきたい。 

また、協会方針に沿った一般ゴルフ未経験者や小中学生へのゴルフ授業など、ゴルフ普及活

動に取組んでいる地方自治体への活動支援は、本年度も継続して実施しており、ゴルフ他団体と

の連携を取りながら行政等への協力を図っていきたい。 

  






